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船族の種々相漫話

　　　　　　　　　　　大和丸艦長　北村松治

　航海術には天文航法とZIN：面航法との二方法があって，大洋航海は天文航法

に依り，天文航法は即ち地球の球面上に於て天盟の蒼室に懸かる水衣線とが

なす高度を測量し，その時角を計上して位置を測定して行くもので，李面航
　　ヒ
法は部ち地球の面を此面と判定して，羅針盤の針路と航走距離とにより測定

する推測航海法である・そして之は曇天でソぐ器の顯出せぬときは此の法に依

るほかない．またこ　　　　　　　　　　　　卜し得ない先に船の
　　　　　　　　　　　　　　1　　’o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置を確定し得る．れは比較的短距離の

揚合に蘇るもの’ A1∴細線薮そ・て熟練せ轍
で，内地峯溝開は此　　　　　　「　盤に旧噌瞬　＝卜官は自盗め位置を

灘慰に驚愁」蒙構載瑳譲1糊
航法は陸地を未だ望　　　　　大　和　丸　　　　　來るから荒天の富め

朝畠に風霜を及ぼした揚合叉は潮流の影響多き揚所では天文航法によること

は最も航跡の損失が少く便利である．藁轡と内地とは使用標準時に一時間の

差があるが，此天文航法は毎日iE午に當り子午線に合はして行くから毎日凡

そ二十除分つつ其航走距離に作ふやうに時計の針を進めて行く．

　測量に用みる天禮は太陽大陰共他遊星恒星で，そして航海上に用みる星の

敏は合計三十六星位である．

　船が五島列島に行きつくと，之を左舷に見て内方航路を取り，此虞から愈

々山岸航海及び瀬戸内航海となるのであるが，これは李面航法と實物詣航法

を併用して行くのである．殊に亭亭な水路及び潮流の急激な楊所は實物膿航

法に檬らねばならんが，これは：老練で経町ある船長のみ出來得る仕事である．


